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日
出
町
に
住
む
外
国
人
の
数

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
の
外
国
人
数

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
（
表

１
）
10
年
前
に
比
べ
、
倍
近
く

の
外
国
人
の
方
が
日
出
町
に
住

ん
で
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
立
命
館
ア
ジ
ア

太
平
洋
大
学
の
国
際
学
生
や
日

出
町
を
訪
れ
る
外
国
人
の
姿
を

町
で
見
か
け
る
機
会
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
外
国
人
の
中
に

は
、
地
域
に
溶
け
込
み
、
住
民

と
親
し
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
、
地
域
活
性
化
の
一
翼

を
担
っ
て
い
る
方
も
多
く
住
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
中
に
も
外
国

人
と
積
極
的
に
ふ
れ
あ
い
、
地

域
の
若
手
不
足
を
補
い
、
子
ど

も
た
ち
の
国
際
感
覚
を
養
う
た

め
の
活
動
を
進
め
て
い
る
方
も

い
ま
す
。

身近なふれあいから
　　　　 育まれる国際交流

～地域で広がる理解の輪～  

　
国
際
化
が
進
む
中
、
日
出
町
に
お
い
て
も
外
国
人
観
光
客
や
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学（
A
P
U
）の
国
際
学
生
な
ど
、
外
国
人
に
接
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
町
内
各
地
で
外
国
人
と
ふ
れ
あ
う
交
流
会
な
ど
が
開
か
れ
、
理
解
の
輪
は
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
確
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。保健福祉センターの児童館で英語の読み聞かせやリズム遊びを行うアナスタシ

アさん。自らも育児中で、英語指導の経験や、息子イリヤくん（1歳）に絵本を読
み聞かせている経験を生かし、地域の子どもたちが英語に親しむ機会を作って
います。
＊次回は４月 18日（木）11時～　保健福祉センターの児童館（予定）

 Pistekhina Anastasia (ピスチェヒナ・アナスタシア)　

年度

平成15年

平成20年

平成25年

外国人数

99人

157人

178人

人口

27,511人

28,537人

28,798人

比率

0.36%

0.55%

0.62%（表1）
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い
ま
す
。

　
高
校
時
代
か
ら
陸
上
や
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
を
し
て
い
た
と
い
う
レ
イ
ト
ン

さ
ん
は
、
県
内
一
周
駅
伝
の
速
見
郡
チ

ー
ム
の
選
手
で
も
あ
り
ま
す
。

　「
走
る
こ
と
が
好
き
で
、
日
出
町
で

仕
事
を
す
る
前
か
ら
速
見
郡
の
駅
伝
チ

ー
ム
に
縁
が
あ
っ
て
、
一
緒
に
練
習
し

て
い
ま
し
た
」。

　
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
タ
ス
キ
を
つ

な
ぐ
こ
と
に
喜
び
と
緊
張
を
感
じ
て
い

る
そ
う
で
「
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
日

出
町
の
方
の
た
め
に
も
、
感
謝
の
気
持

ち
を
持
ち
な
が
ら
走
り
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
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家
内
安
全
・
無
病
息
災

赤
松
妙
見
様
春
の
大
祭

　
２
月
10
・
11
日
の
両
日
藤
原
赤
松
の

願
成
就
寺（
地
元
の
人
々
か
ら
は「
赤
松

の
妙
見
様
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
）
で
「
春
の
大
祭
」
が
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
大
勢
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま

し
た
。

　
11
日
に
は
、
勢
い
よ
く
燃
え
る
護
摩

壇
に
願
い
事
を
書
い
た
護
摩
木
を
投
げ

込
む
採さ

い
と
う燈
護ご

ま摩
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
火
が
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ

で
僧
侶
が
燃
え
残
っ
た
炭
を
粗
塩
で
清

め
、
裸
足
に
な
っ
た
参
拝
客
ら
が
願
い

事
を
し
な
が
ら
渡
る
同
寺
名
物
の「
火

渡
り
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
輪り

ん
て
ん
ぞ
う

転
蔵
の
御
開
帳
」
も
春

の
大
祭
の
時
期
に
の
み
体
験
で
き
、
一

回
転
さ
せ
る
と
す
べ
て
の
お
経
を
唱
え

た
の
と
同
じ
く
ら
い
の
御
利
益
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
そ
ば
大
使
」か
ら
直
々
に
指
導
も

北
大
神
ハ
ッ
ピ
ぃ
教
室

で
そ
ば
打
ち
体
験

　
２
月
21
日
、
北
大
神
自
治
公
民
館
で

「
北
大
神
ハ
ッ
ピ
ぃ
教
室
」
の
一
環
と
し

て
そ
ば
打
ち
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
４
年
前
に
町
が
行
っ
た
転
倒
骨
折
予

防
教
室
を
き
っ
か
け
に
、
自
主
運
営
の

体
操
教
室
と
し
て
活
動
を
継
続
し
て
い

ま
す
。
少
し
ず
つ
活
動
の
幅
を
広
げ
、

今
回
は
豊
後
高
田
市
か
ら
講
師
を
招
き
、

そ
ば
の
作
り
方
を
一
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　「
そ
ば
大
使
」
を
務
め
る
お
笑
い
芸

人
の
野
良
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
ふ
た
り
も
講

師
と
し
て
訪
れ
、
参
加
者
ら
は
、
め
ん

棒
や
包
丁
の
扱
い
方
を
教
わ
り
な
が
ら

そ
ば
を
仕
上
げ
、
昼
食
時
に
全
員
で
打

ち
立
て
の
そ
ば
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
区
長
の
小
石
清
美
さ
ん
は「
運
動
以

外
の
交
流
も
楽
し
ん
で
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
一
つ
に
な
っ
て

あ
っ
た
か
チ
ャ
ン
コ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

　
２
月
17
日
、
中
央
公
民
館
で
第
13

回「
あ
っ
た
か
チ
ャ
ン
コ
チ
ャ
リ
テ
ィ

シ
ョ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
も
、
持
っ

て
い
な
い
人
も
、
み
ん
な
が
一
つ
に

な
っ
て
、
チ
ャ
ン
コ
鍋
の
よ
う
に
味
わ

い
の
あ
る
、「
あ
っ
た
か
い
」
雰
囲
気

で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
町
内
外
か
ら
25
団
体
が
参
加
し
、
歌

や
、
寸
劇
な
ど
で
会
場
を
埋
め
た
観
客

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
日
出
町
児
童
館
合
唱
ク
ラ
ブ
で「
ド

ラ
え
も
ん
の
歌
」
を
歌
と
踊
り
で
披
露

し
た
豊
岡
小
学
校
５
年
生
の
山
口
遥
さ

ん
は
、「
緊
張
し
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
、

日
頃
の
練
習
ど
お
り
に
う
ま
く
出
来
ま

し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
日
出
の
歴
史
を
大
別
し
て
み
る
と
―
。

石
器
時
代
の
早そ

う
ず
だ
い
い
せ
き

水
台
遺
跡
と
縄じ

ょ
う
も
ん文

時
代

遺
跡
群
、
弥
生
時
代
遺
跡
群
と
亀か

め
み
ね
や
ま

峰
山

前ぜ
ん
ぽ
う
こ
う
え
ん
ふ
ん

方
後
円
墳
、
大
神
氏
と
宇
佐
八
幡
宮
・

六ろ
く
ご
う
ま
ん
ざ
ん

郷
満
山
、
大
友
時
代
の
大
神
・
木
付
氏

と
真
那
井
水
軍
、
木
下
氏
の
日
出
藩
・
立

石
藩
、
金
山
開
発
と
七し

っ
と
う島

イ
グ
サ
、
町
内

の
森
藩
領
と
天
領
、脇
蘭
室
と
帆
足
萬
里
、

実
学
派
萬
里
の
弟
子
た
ち
の
活
躍
、
幕
末

の
日
出
藩
と
強
い
絆
の
長
州
・
清き

よ
す
え末

藩
―
。

　
そ
し
て
、
近
代
は
瀧
廉
太
郎
、
的
山
荘
、

人
間
魚
雷
「
回
天
」、
戦
後
は
第
一
次
町

村
合
併
、
団
地
開
発
、
企
業
立
地
、
文
教

の
町
づ
く
り
へ
と
続
い
て
き
ま
し
た
。

　
致
道
館
が
修
復
工
事
に
入
り
、
３
千
冊

以
上
の
蔵
書
類
の
点
検
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
蔵
書
か
ら
、
新
た
に
日
出
の
歴

史
に
付
け
加
え
る
こ
と
が
出
は
し
な
い
か

と
も
思
っ
て
、
作
業
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
中
に
は
藩
校
、
さ
ら
に
は

明
治
初
期
の
暘よ

う
こ
く谷
学
校
で
使
用
し
た
教

科
書
で
あ
ろ
う
と
い
う
貴
重
本
も
出
て
き

ま
す
。

　
修
復
工
事
は
長
期
に
わ
た
る
た
め
、
藩

校
１
５
５
年
の
沿
革
、
こ
れ
ら
蔵
書
類
な

ど
も
展
示
し
た
「
日
出
藩
校
・
致
道
館
展
」

開
催
を
、
町
教
育
委
員
会
で
企
画
。

町
内
の
方
々
、
観
光
客
に
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
館
長
・
佐
藤
雅
秀

 

致
道
館
雑
話
第十回

日出町児童館合唱クラブの皆さん

「そば大使」である野良レンジャー 竹尾 悠兵さんの
手元をじっと見つめる参加者
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懇
談
会
な
ど
で
の
気
懸
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な
言
葉
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⌮
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ࡍ
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᪥
⌧
ᅾ
࡛
90
ṓ
௨
ୖ
㸲
㸲
㸰
ே
䣍

95
ṓ
௨
ୖ
㸯
㸯
㸴
ே
䣍
㸯
㸮
㸮
ṓ
௨
ୖ
16
ே

࡜
࡞
䣬
࡚
࠾
ࡾ
㛗
ᑑ
ࡢ
ഴ
ྥ
ࡣ
ᖺ
ࠎ
㧗
ࡲ
䣬

࡚
࠾
ࡾ
ࡲ
ࡍ
䣎

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
増
加
と

在
宅
寝
た
き
り
老
人
の
現
状

ࠉ

⏫
ෆ
ࡢ
ࡦ
࡜
ࡾ
ᬽ
ࡽ
ࡋ
㧗
㱋
⪅
ࡣ
༡
➃
࣭

㇏
ᒸ
ᆅ
༊
㸰
㸳
㸮
ே
䣍
᪥
ฟ
ᆅ
༊
㸰
㸮
㸰
ே

⸨
ཎ
ᆅ
༊
㸯
㸮
㸱
ே
䣍
ᕝ
ᓮ
ᆅ
༊
㸯
㸵
㸵
ே
䣍

኱
⚄
ᆅ
༊
㸯
㸵
㸱
ே
䣍
඲
య
࡛
㸷
㸮
㸳
ே
࡛

ࡍ
䣎
ࡲ
ࡓ
ᅾ
Ꮿ
࡛
ᐷ
ࡓ
ࡁ
ࡾ
࡟
࡞
䣬
࡚
࠸
ࡿ

᪉
ࡣ
⏫
ෆ
࡛
26
ே
࡛
ࡍ
䣎

ࠉ

୍
᪉
䣍
65
ṓ
௨
ୖ
ࡢ
⪁
ே
ୡ
ᖏ
ࡣ
⏫
ෆ
࡟

㸰
㸯
㸳
㸳
ୡ
ᖏ
࡛
༡
➃
࣭
㇏
ᒸ
ᆅ
༊
㸴
㸱
㸳

ୡ
ᖏ
䣍
᪥
ฟ
ᆅ
༊
㸲
㸰
㸶
ୡ
ᖏ
䣍
⸨
ཎ
ᆅ
༊

㸰
㸲
㸮
ୡ
ᖏ
䣍
ᕝ
ᓮ
ᆅ
༊
㸲
㸮
㸰
ୡ
ᖏ
䣍
኱
⚄

ᆅ
༊
㸲
㸳
㸮
ୡ
ᖏ
࡜
࡞
䣬
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
䣎
ᡃ
ࡀ

ᐙ
ࡶ
ᕝ
ᓮ
ᆅ
༊
ࡢ
㧗
㱋
⪅
ୡ
ᖏ
࡛
ࡍ
䣎

ࠉ

᭱
ึ
࡟
䣓
኱
ኚ
Ẽ
࡟
࡞
ࡿ
Ⓨ
ゝ
䣔࡜
グ
ࡋ
ࡲ

ࡋ
ࡓ
ࡀ
䣍
ࡇ
ࢀ
ࡣ
ࡦ
࡜
ࡾ
ᬽ
ࡽ
ࡋ
㧗
㱋
⪅
ⓙ

ࡉ
ࢇ
ࡢ
ቑ
ຍ
ࡣ
䣍
೺
ᗣ
ࡸ
⏕
ά
㠃
࡞
࡝
࡛
௒

ᚋ
ࡢ
⾜
ᨻ
ࡢ
࠶
ࡾ
᪉
䣍
ᆅ
ᇦ
ᨭ
᥼
࡟
኱
ࡁ
࡞

ኚ
໬
ࢆ
ࡶ
ࡓ
ࡽ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
䣎

自
治
区
の
区
長
を
特
別
職
公
務
員
に

ࠉ

᪥
ฟ
⏫
࡟
ࡣ
77
ࡢ
⮬
἞
༊
ࡀ
࠶
ࡾ
ࡑ
ࢀ
ࡒ

ࢀ
࡟
༊
㛗
ࡉ
ࢇ
ࡀ
࠸
ࡲ
ࡍ
䣎
ఱ
ฎ
ࡶ
༊
Ẹ
ࡢ

ⓙ
ࡉ
ࢇ
ࡀ
༊
㛗
ࡉ
ࢇ
ࢆ
⮬
୺
ⓗ
࡟
㑅
௵
ࡋ
䣍

༊
ࡢ
㐃
⤡
䣍
࠾
ୡ
ヰ
ࢆ
⾜
࠺
࡜
࡜
ࡶ
࡟
䣍
⏫
ࡢ

ᗈ
ሗ
ㄅ
࡞
࡝
㓄
ᕸ
≀
ࢆ
㓄
ᕸ
ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ

ࡀ
䣍
ࡇ
ࢀ
ࡲ
࡛
⏫
࡜
ࡣ
≉
ู
࡞
㌟
ศ
㛵

ಀ
ࡣ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡏ
ࢇ
࡛
ࡋ
ࡓ
䣎

ࠉ

࡜
ࡇ
ࢁ
࡛
䣍
┴
ୗ
࡟
ࡣ
18
ᕷ
⏫
ᮧ
ࡀ

࠶
ࡾ
ࡲ
ࡍ
ࡀ
᪥
ฟ
⏫
ࢆ
㝖
ࡁ
ࡍ
࡭
࡚
ࡢ

ᕷ
⏫
ᮧ
࡛
⮬
἞
య
࠿
ࡽ
㎡
௧
ࡀ
ฟ
ࡉ
ࢀ

࡚
≉
ู
⫋
බ
ົ
ဨ
ᢅ
࠸
࡛
⮬
἞
య
ࡢ
௙

஦
ࡢ
୍
㒊
ࢆ
ᢸ
ᙜ
ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
䣎

ࠉ

㐜
ࡃ
࡞
ࡾ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
ࡀ
᪥
ฟ
⏫
࡛
ࡶ
᪂

ᖺ
ᗘ
㸲
᭶
㸯
᪥
࠿
ࡽ
༊
㛗
ࡢ
ⓙ
ࡉ
ࢇ
࡟

ጤ
კ
㎡
௧
ࢆ
஺
௜
ࡋ
䣍
ࡇ
ࢀ
ࡲ
࡛
࡜
኱

ࡁ
ࡃ
ࡣ
ኚ
ࢃ
ࡾ
ࡲ
ࡏ
ࢇ
ࡀ
ᚑ
᮶
ࡢ
௙
஦

ࢆ
⏫
ࡢ
≉
ู
職
බ
ົ
ဨ
࡜
ࡋ
࡚
௙
஦
ࢆ

ࡋ
࡚
࠸
ࡓ
ࡔ
ࡃ
ࡇ
࡜
࡟
࡞
ࡾ
ࡲ
ࡍ
䣎

ࠉ

㌟
ศ
ࡣ
≉
ู
職
බ
ົ
ဨ
࡛
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡍ

ࡢ
࡛
䣍
Ᏺ
⛎
⩏
ົ
࡞
࡝
୍
⯡
⫋
බ
ົ
ဨ

࡜
ྠ
ᵝ
ࡢ
⩏
ົ
ࡸ
㈐
௵
ࢆ
క
࠸
ࡲ
ࡍ
䣎

ࡲ
ࡓ
ࡑ
ࡢ
㈐
௵
ࡸ
ᶒ
㝈
ࡢ
⠊
ᅖ
ෆ
࡛
⮬

἞
༊
ࡢ
࠾
ୡ
ヰ
ࢆ
ࡍ
ࡿ
ࡇ
࡜
࡟
࡞
ࡾ
ࡲ

ࡍ
䣎

ࠉ

୍
᪉
䣍
᪂
ᖺ
ᗘ
࠿
ࡽ
ᙺ
ሙ
ෆ
࡟
䣓
ఱ
࡛

ࡶ
┦
ㄯ
ᡤ
䣔ࢆ
タ
ࡅ
࡚
䣍
㧗
㱋
⪅
ࢆ
ึ
ࡵ

࡜
ࡋ
ࡓ
㛵
ಀ
⪅
ⓙ
ࡉ
ࢇ
࠿
ࡽ
ࡢ
┦
ㄯ
࡟

ᑐ
ᛂ
ࡋ
࡚
࠸
ࡁ
ࡲ
ࡍ
䣎
┦
ㄯ
ෆ
ᐜ
ࡣ
䣍
೺

ᗣ
䣍
⏕
ά
䣍
⎔
ቃ
䣍
ᩍ
⫱
䣍
Ꮚ
⫱
࡚
࡞
࡝
඲

࡚
ࡢ
ศ
㔝
ࢆ
ᑐ
㇟
࡟
䣍
࠸
ࢃ
ࡺ
ࡿ
ఱ
࡛

ࡶ
┦
ㄯ
࡟
ᛂ
ࡌ
࡚
࠸
ࡁ
ࡲ
ࡍ
䣎

ࠉ

ᑓ
㛛
ⓗ
㈨
᱁
䣍
▱
㆑
ࢆ
ᚲ
せ
࡜
ࡍ
ࡿ

ሙ
ྜ
ࡀ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡍ
ࡢ
࡛
䣍
ᚲ
ࡎ
ࡋ
ࡶ
ゎ

Ỵ
䣍
⣡
ᚓ
ࡉ
ࢀ
࡞
࠸
ྥ
ࡁ
ࡶ
࠶
ࡿ
࠿
࡜

ᛮ
࠸
ࡲ
ࡍ
ࡀ
䣍
┦
ㄯ
ࢆ
㏻
ࡋ
࡚
ඹ
࡟
⪃

࠼
䣍
ࡼ
ࡾ
ࡼ
ࡁ
᪉
ྥ
࡟
๓
㐍
ࡍ
ࡿ
ࡇ
࡜

ࢆ
㢪
࠺
⤌
⧊
࡛
ࡍ
䣎(

次
号
へ
つ
づ
く)

日出町長　工藤　義見

その 72

だ
よ
り



　現在、12時・17時（小・中学校の長期休暇中は

10時もあり）にチャイムを鳴らしていますが、３月

27日（水）より楽曲変更を行います。

　日出町にゆかりのある廉太郎の楽曲をチャイ

ムとして以下の時間に流します。

　変更直後は戸惑われるかと存じますが、よろ

しくお願いいたします。

チャイムの楽曲が変わります

♪10時 荒城の月 ／ ♪12時 花 ／ ♪17時 雀

9

の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
遊
具
等
は
、
３
月

１
日
に
完
成
式
を
行
い
、
午
後
に
は
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
是
非
遊
び

に
来
て
下
さ
い
。

　
あ
わ
せ
て
、
大
田
公
園
が
皆
さ
ん
に

と
っ
て
よ
り
利
用
し
や
す
い
も
の
と
な

る
よ
う
、
公
園
内
の
一
部
芝
生
化
、
駐

車
場
の
整
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
駐
車
場
が
完
成
す
る
ま
で
は
中
央
公

民
館
駐
車
場
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
水
泳 

自
由
形
／
背
泳
ぎ
／
平
泳
ぎ

／
バ
タ
フ
ラ
イ
（
各
25
ｍ
、
50
ｍ
）
／

25
ｍ
チ
ャ
レ
ン
ジ
レ
ー
ス
／
リ
レ
ー

（
４
×
25
ｍ
、
４
×
50
ｍ
）

○
卓
球 

／
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス

○
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

【
10
歳
以
上
12
歳
以
下
】

○
陸
上
競
技 

50
ｍ
／
１
０
０
ｍ
／
ス

ラ
ロ
ー
ム
／
ビ
ー
ン
バ
ッ
ク
投
／
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
／
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー

○
水
泳  

25
ｍ
チ
ャ
レ
ン
ジ
レ
ー
ス

○
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

【
６
歳
以
上
12
歳
以
下
】

○
卓
球

■
申
込
・
問
合
先

　
福
祉
対
策
課
障
害
福
祉
係

　
☎
73
―
３
１
２
１

　
宝
く
じ
の
助
成
金
を
受
け
て
、
大
田

公
園
（
佐
尾
）
に
滑
り
台
や
ト
ン
ネ
ル

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
大
型
複
合
遊

具
、
健
康
器
具
な
ど
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
今
回
設
置
し
た
大
型
複
合
遊
具
は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
型
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
園
児
・
児
童
、

保
護
者
の
方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
な
ど
、
利
用
し
や
す
く
、
親
し
み

や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
た
。

　
ま
た
、
大
型
複
合
遊
具
以
外
に
も
小

さ
い
お
子
さ
ん
が
遊
べ
る
単
体
遊
具
や

大
人
の
方
が
健
康
増
進
の
た
め
に
使
え

る
健
康
器
具
を
設
置
し
て
お
り
、
多
く

　「
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

は
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
ス
ポ

ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
と

と
も
に
、
県
民
が
障
が
い
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、

障
が
い
の
社
会
参
加
の
推
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

■
大
会
日
程
　
５
月
18
日
（土） 

卓
球
／
５
月
26
日
（日） 

陸
上
競

技
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

水
泳

■
参
加
資
格
　
平
成
25
年
４
月

1
日
現
在
で
年
齢
が
10
歳
以
上

の
身
体
障
が
い
者
、
知
的
障
が

い
者
、
精
神
障
が
い
者
で
あ

り
、
申
込
時
に
大
分
県
内
に
居

住
し
て
い
る
方
。
た
だ
し
卓
球

は
６
歳
以
上
の
方
。

■
申
込
期
日
　
３
月
22
日
（金）

■
競
技
種
目

【
13
歳
以
上
】

○
陸
上
競
技 

50
ｍ
／
１
０
０

ｍ
／
２
０
０
ｍ
／
４
０
０
ｍ
／

８
０
０
ｍ
／
１
，
５
０
０
ｍ
／

ス
ラ
ロ
ー
ム
／
リ
レ
ー
（
車
い

す
を
除
く
）
／
走
高
跳
／
立
幅

跳
／
砲
丸
投
／
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
／
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
／

ビ
ー
ン
バ
ッ
ク
投

　　　第８回 大分県障がい者スポーツ大会

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

大田公園に宝くじの助成で
大型複合遊具等を設置

参加者
募集
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法
に
基
づ
い
た
取
引
記
録
を
作
成
す
る
た
め
、

窓
口
で
税
金
等
を
納
付
す
る
際
は
「
税
金
等
納

付
依
頼
書
」
に
名
前
・
電
話
番
号
・
金
額
を
ご
記

入
の
う
え
、
税
金
等
の
納
付
書
と
と
も
に
窓
口
へ

ご
提
出
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
合
先　

会
計
課　

☎
73
‐
３
１
２
０

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度

資
産
の
評
価
や
課
税
内
容
を
確
認
で
き
ま
す

■
縦
覧
制
度

　
自
己
の
所
有
す
る
資
産
の
評
価
額
が
適
正

で
あ
る
か
、
町
内
の
他
の
土
地
・
家
屋
と
比

較
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

・
期
間
　
４
月
１
日
（月）
〜
４
月
30
日
（火）

・
対
象
者

　
納
税
者
、
そ
の
同
居
の
親
族
又
は
代
理
人（
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
）

■
閲
覧
制
度

　
自
己
の
資
産
に
関
す
る
平
成
25
年
度
の
固

定
資
産
税
の
評
価
額
・
課
税
内
容
を
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。

　
な
お
、
４
月
１
日
か
ら
４
月
30
日
に
限
り

平
成
25
年
度
固
定
資
産
税
課
税
台
帳（
名
寄

せ
帳
）の
交
付
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

・
期
間
　
４
月
１
日
〜

・
対
象
者
　
縦
覧
対
象
者
及
び
借
地
・
借
家
人

※
縦
覧
・
閲
覧
に
は
印
鑑
・
免
許
証
等
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。（
借
地
・
借
家

人
の
方
は
賃
貸
契
約
書
等
も
併
せ
て
必
要
に

な
り
ま
す
）

■
問
合
先
　
税
務
課
資
産
税
係
　

　
☎
73
‐
３
１
２
３

国
民
年
金
保
険
料
の

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所
得
が
な
い
学
生

の
方
が
、
将
来
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
や
、
不
慮
の
事
故
等
に
よ
り

障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
等

を
防
止
す
る
た
め
、
ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
一
般
の
保
険
料
免
除
の
場
合
は
、
世
帯
主

の
所
得
も
含
め
て
判
定
い
た
し
ま
す
が
、

学
生
納
付
特
例
は
ご
本
人
の
所
得
の
み
で

判
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
対
象

20
歳
以
上
の
学
生
で
前
年
所
得
１
１
８
万
円

以
下
の
方

■
申
請
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
・
学
生
証（
コ
ピ
ー
可
）又
は
在
学

証
明
書

※
学
生
納
付
特
例
申
請
の
手
続
き
は
、
毎
年

度
必
要
で
す
。
平
成
25
年
度
中
に
20
歳
に

な
る
方
は
誕
生
月
に
な
っ
た
ら
申
請
し
て
下

さ
い
。

■
問
合
先　

住
民
課
年
金
係　

　

☎
73
‐
３
１
２
２

会
計
課
窓
口
で
の

「
税
金
等
納
付
依
頼
書
」
記
入
の
お
願
い

　

会
計
課
で
は
、
日
出
町
指
定
金
融
機
関
で
あ

る
大
分
銀
行
日
出
支
店
の
役
場
内
派
出
所
を
開

設
し
、町
税
等
の
収
納
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

町営住宅入居者募集
全3戸

■募集期間　３月１日(金)～３月15日(金)

■応募資格　次のすべてに該当する方

　

■抽 選　３月19日(火)10時～

　　　　 役場旧館3階　大会議室

■申込・問合先　　

　都市建設課管理係　　☎73-3172

＜町営・仁王住宅＞　２戸
所在地　日出町970番地
　　　　構　造　中層耐火構造
　　　　家　賃　16,300円～24,300円
　　　　駐車場　１台のみ（無料）
　　　　※浴槽、ボイラーは完備。下水道設備有。

＜町営・藤原住宅＞　１戸
所在地　日出町大字藤原459番地１
　　　　構　造　簡易耐火構造２階建
　　　　家　賃　11,100円～16,500円
　　　　駐車場　１台のみ（無料）
　　　　※浴槽、ボイラーは入居者負担。
　　　　　トイレは汲取り式。

①町内に住所を有する、または勤務先が町内に

あること。

②入居者の合算所得が年額1,896,000円以下で

あること。

③税金の滞納がないこと。

④入居者名義の持家がないこと。

⑤独立していて、他者の扶養に入っていないこと。

⑥住宅に困っていること。

⑦入居者が暴力団員ではないこと。
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は
、
一
定
期
間
の
取
り
置
き
の
後
、
再

度
郵
送
に
て
お
届
け
し
ま
す
。

　
75
歳
以
上
の
方
は
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
な
り
ま
す
。
有
効
期
限
は
平
成

25
年
７
月
31
日
（水）
で
す
の
で
、
今
お
持

ち
の
保
険
証
を
引
き
続
き
ご
利
用
下
さ

い
。

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
で
、
４

月
１
日
（月）
に
な
っ
て
も
保
険
証
が
届
か

な
い
場
合
や
、
社
会
保
険
に
加
入
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
が
届
い
た
場
合
は
、
健
康
増
進

課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

■
問
合
先
　
健
康
増
進
課
国
保
医
療
係

　
☎
73
‐
３
１
３
３

暘
谷
駅
周
辺
整
備
に
伴
う

都
市
計
画
道
路
説
明
会

　

現
在
、
暘
谷
駅
周
辺
の
整
備
は
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
等
を
考
慮
し
、
関
係
機
関

等
と
協
議
中
で
す
。

　

今
回
の
説
明
会
で
は
、
暘
谷
駅
の
移

設
を
前
提
に
JR
を
挟
ん
で
南
北
を
つ
な

ぐ
自
由
通
路（
歩
道
橋
）と
、
南
北
に
駅

前
広
場
を
整
備
し
、
歩
道
橋
及
び
駅
前

広
場
を
都
市
計
画
道
路
と
し
て
位
置
づ

け
す
る
計
画
を
町
民
の
皆
様
に
説
明
し

ま
す
。

■
日
時　

３
月
19
日
（火） 

 19
時
〜

■
場
所　

役
場
３
階
大
会
議
室

■
問
合
先　

都
市
建
設
課

　

☎
73
‐
３
１
７
２

水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
の
届
出

　
賃
貸
住
宅
等
の
入
退
居
の
際
は
手
続

き
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
集
合
住
宅

等
は
、
手
続
き
が
必
要
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

―
届
出
に
際
し
て
の
注
意
―

・
電
話
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

・
手
数
料
２
０
０
円
と
印
鑑
が
必
要
。

・
中
止
の
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
場
合
、

水
道
を
使
用
し
な
く
て
も
基
本
料
金

が
請
求
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
先
　
上
下
水
道
課
管
理
係
　

　
☎
73
‐
３
１
３
４

平
成
25
年
度
　

水
質
検
査
計
画
の
公
表
　
　

　
上
下
水
道
課
で
は
、
水
道
水
の
安
全

確
認
の
た
め
、
水
道
法
に
基
づ
き
毎
月

定
期
的
な
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。「
水
質
検
査
計
画
」
の
閲
覧
を
ご
希

望
の
方
は
上
下
水
道
課
ま
で
お
越
し
下

さ
い
。

■
問
合
先
　
上
下
水
道
課
工
務
係
　

　
☎
73
‐
３
１
７
０

平
成
25
年
度
の

国
民
健
康
保
険
証
を
発
送
し
ま
す

　
平
成
25
年
４
月
１
日
（月）
か
ら
お
使
い

い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

を
、
３
月
中
旬
に
簡
易
書
留
で
発
送
し

ま
す
。
受
け
取
り
の
方
が
不
在
の
場
合

1・2月分発注工事を報告します
＜大神中学校擁壁改修工事＞
大神中学校の敷地境界のブロック塀が倒れかかっており、こ
れを修復します。延長22ｍ高さ１ｍ
＜町道早水台線道路舗装工事＞
川崎西小深江地区の町道早水台線の道路側溝及び舗装工事
を行います。延長34ｍ幅員５ｍ
＜県道日出真那井杵築線配水管布設替工事（川崎工区）＞
川崎内野地区の県道日出真那井杵築線の道路工事に伴う上
水道本管の移設工事を行います。
＜第三号交通安全施設設置工事＞
日出町内の町道にガードレール、カーブミラー等の設置工事を
行います。
＜町道日の下団地線道路舗装工事＞
大神北大神地区の町道日の下団地線の舗装工事を行います。
延長約90ｍ幅員４ｍ
＜町道赤山仁王線道路舗装工事＞
日出佐尾地区の町道赤山仁王線の道路改良が終了したので、
舗装工事を行います。延長88ｍ幅員６ｍ
＜アーチェリー場壁面整備工事＞
日出東仁王地区にある町営のアーチェリー場の整備工事を行
います。
＜川崎ふれあいセンター駐車場フェンス整備工事＞
川崎ふれあいセンター駐車場にフェンスを設置して金井田川
への転落を防止します。
＜平成24年発生耕地災害復旧工事10－１＞
藤原西部地区尾園で田の災害復旧工事を行います。
＜平成24年発生耕地災害復旧工事10－２，10－503＞
大神真那井地区西浦で田及び水路の災害復旧工事を行い
ます。

＜平成24年発生耕地災害復旧工事10－３＞
豊岡山田地区で田の災害復旧工事を行います。
＜平成24年発生耕地災害復旧工事10－４，10－512＞
藤原中部地区で田及び水路の災害復旧工事を行います。
＜平成24年発生耕地災害復旧工事10－５＞
藤原西部地区で田の災害復旧工事を行います。
＜平成24年発生耕地災害復旧工事10－501＞
日出上仁王地区の仁王農道法面の災害復旧工事を行います。
＜平成24年発生耕地災害復旧工事10－502＞
藤原東部地区の笹原水路の災害復旧工事を行います。
＜平成24年発生耕地災害復旧工事10－504＞
豊岡平道地区の農道法面の災害復旧工事を行います。
＜平成24年発生耕地災害復旧工事10－505＞
大神片原津地区大原の水路の災害復旧工事を行います。
＜平成24年発生耕地災害復旧工事10－506＞
藤原赤松地区清水の農道の災害復旧工事を行います。
＜平成24年発生耕地災害復旧工事10－507＞
南畑今畑地区の水路の災害復旧工事を行います。
＜平成24年発生耕地災害復旧工事10－508＞
川崎内野地区尖の尖ため池の災害復旧工事を行います。
＜平成24年発生耕地災害復旧工事10－509＞
藤原区陣の辻の水路の災害復旧工事を行います。
＜平成24年発生耕地災害復旧工事10－510＞
豊岡宮川の農道の災害復旧工事を行います。
＜平成24年発生耕地災害復旧工事10－511＞ 
南畑柳ヶ内の農道の災害復旧工事を行います。
＜平成24年発生耕地災害復旧工事10－513＞
藤原赤松の水路の農道の災害復旧工事を行います。
＜平成24年発生耕地災害復旧工事10－514＞
藤原南部の農道の災害復旧工事を行います。
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「笑い」がもたらすこころの健康

講演会「ほほえみ処方箋」
皆さんは一日に何回笑っていますか？

こころから笑っていますか？感動していますか？

　笑う事が心身ともに良い効果がある事は皆さんもご存じかと思います。

そこで、こころの健康を守るために「笑い」に焦点を当てた講演会を開催いたし

ます。

　「笑い」がもたらす自己治癒力を高める効果、幸せに生きる事についての話を

聞き、健康づくりに役立ててみませんか？

　予約不要・無料ですのでお気軽にご参加下さい。

■日　時　





既存建物の耐震化工事行います

15

国
税
専
門
官
採
用
試
験

（
大
学
卒
業
程
度
）

　

希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
に

よ
り
申
込
先
が
異
な
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

▼
第
１
次
試
験　

６
月
９
日
（日）

▼
受
験
資
格

（１）
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
。

（２）
平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で

大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平

成
26
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
の
方
。

人
事
院
が

と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
方
。

▼
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

４
月
１
日
（月）
〜
11
日
（木）

○
郵
送
又
は
持
ち
込
み　

４
月
１
日
（月）
・
２
日
（火）

▼
申
込
・
問
合
先

熊
本
国
税
局

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
６
１
７
１

前
期
技
能
検
定
試
験

　

技
能
検
定
は
、働
く
人
達
の

持
っ
て
い
る
技
能
を
一
定
の
基

準
に
よ
り
検
定
し
、こ
れ
を
公

証
す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。

　

特
級
、１
級
及
び
単
一
等
級

の
合
格
者
に
は
厚
生
労
働
大
臣

名
、２
級
及
び
３
級
の
合
格
者

に
は
都
道
府
県
知
事
名
の
合
格

証
が
交
付
さ
れ「
技
能
士
」と
称

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

４
月
８
日
（月）
〜
19
日
（金）

▼
実
技
試
験
実
施
期
間　

６
月
５
日
（水）
〜
９
月
10
日
（火）

▼
学
科
試
験
実
施
日　

７
月
21
日
（日）
・
８
月
25
日
（日）
・
９

月
１
日
（日）
・
９
月
８
日
（日）

▼
申
請
書
受
付
・
問
合
先

県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
９
７-

５
４
２-

３
６
５
１

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
規
程
に
基
づ

き
、往
復
旅
費
、現
地
生
活
費
、

住
居
費
、
国
内
手
当（
65
歳
未

満
）等
を
支
給
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

４
月
１
日
（月）
〜
５
月
13
日
（月）

▼
応
募
資
格

満
40
歳
か
ら
満
69
歳
ま
で
の
日

本
国
籍
を
持
つ
方

▼
募
集
分
野

計
画
・
行
政
、
公
共
・
公
益
事

業
、農
林
水
産
、鉱
工
業
、エ
ネ

ル
ギ
ー
、商
業
・
観
光
、人
的
資

源
、保
健
・
医
療
、社
会
福
祉
の

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

受
験
資
格
・
受
付
期
間
等

は
、
試
験
ご
と
に
異
な
り
ま

す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認

す
る
か
、人
事
院
九
州
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
】

▼
第
１
次
試
験　

４
月
28
日
（日）

【
国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験
】

▼
第
１
次
試
験　

６
月
16
日
（日）

【
皇
宮
護
衛
官
採
用
試
験
】

【
法
務
省
専
門
職
員（
人
間
科
学
）採
用
試
験
】

【
財
務
専
門
官
採
用
試
験
】

【
国
税
専
門
官
採
用
試
験
】

【
食
品
衛
生
監
視
員
採
用
試
験
】

【
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験
】

【
航
空
管
制
官
採
用
試
験
】

▼
第
１
次
試
験　

６
月
９
日
（日）

　
▼
問
合
先

人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３

二
階
堂
大
学
奨
学
生
募
集

▼
申
込
資
格

県
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の

子
弟
。

人
物
・
学
業
と
も
に
優
秀
で

且
つ
勉
学
意
欲
が
あ
り
な
が

ら
、経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
な
方
。

＊
通
信
教
育
・
専
攻
科
・
別
科
・

大
学
院
・
短
期
大
学
を
除
く
。

日
本
学
生
支
援
機
構
、県
奨

学
会
を
除
く
、そ
の
他
の
地
方

自
治
体
及
び
民
間
団
体
の
い
ず

れ
か
ら
も
奨
学
金
又
は
こ
れ
に

類
す
る
も
の
を
受
給
し
て
い
な

い
方
。

▼
申
込
手
続

郵
便
で（
返
信
用
切
手
90
円
同

封
の
こ
と
）必
要
書
類
を
事
務

局
に
請
求
し
、期
限
内
に
必
ず

郵
送
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込

書
類
は
取
得
で
き
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

各
学
年
５
名

▼
支
給
金
額

○
国
・
公
立
大
学

　

月
額
２
２
、０
０
０
円

○
私
立
大
学

　

月
額
２
５
、０
０
０
円

＊
返
還
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
支
給
期
間

４
月
〜
平
成
26
年
３
月（
１
年
間
）

▼
申
込
期
限

４
月
１
日
（月）
〜
30
日
（火）
必
着

▼
書
類
請
求
・
問
合
先

二
階
堂
奨
学
会
事
務
局

☎
72
‐
１
０
７
０

募 

集
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▼
出
品
料

○
１
点
に
つ
き
７
、２
４
０
円
。

○
２
点
に
つ
き
１
４
、２
４
０
円
。

＊
１
人
２
点
ま
で
。

▼
問
合
先

青
木
繁
記
念
大
賞
西
日
本
美
術
展

実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
４
２
‐
31
‐
８
７
１
０

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

近
年
、
親
の
離
婚
や
病
気
、

虐
待
等
、様
々
な
事
情
に
よ
り

家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
子
ど
も
達
が
増
え
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
子
ど
も
達

を
、ご
家
庭
に
迎
え
入
れ
て
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

子
ど
も
の
年
齢
、性
別
、事
情
等

は
様
々
で
す
。子
ど
も
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
す
る
よ

う
、で
き
る
だ
け
多
様
な
里
親

家
庭
を
た
く
さ
ん
必
要
と
し
て

い
ま
す
。

▼
子
ど
も
を
一
時
預
か
っ
て
も

ら
え
る
方
↓「
養
育
里
親
」

○
事
情
が
あ
っ
て
家
族
と
暮
ら

せ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
一
定

期
間
お
預
り
い
た
だ
け
る
ご
家

庭
を
求
め
て
い
ま
す
。

○
期
間
は
、短
期（
１
日
〜
数
週

間
）か
ら
長
期（
10
数
年
）ま
で

様
々
で
す
が
、ご
家
族
の
都
合

９
分
野（
約
１
２
０
職
種
）

▼
派
遣
国

ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
、中
南
米
、大

洋
州
、中
近
東
地
域
の
約
60
カ
国

▼
問
合
先

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
大
分

☎
０
９
７
‐
５
３
３
‐
４
０
２
１

青
木
繁
記
念
大
賞

西
日
本
美
術
展
　
　

　

２
０
０
９
年
の
第
１
回
展
か

ら
、ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
形
式（
隔
年

開
催
）の
全
国
作
品
公
募
の
展

覧
会
と
な
り
ま
し
た
。展
覧
会

は
、入
賞
・
入
選
作
品
約
１
０
０

点
を
石
橋
美
術
館
に
展
示
し
ま

す
。洋
画
界
を
震
撼
さ
せ
る
よ

う
な
鮮
烈
な
感
覚
の
作
品
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
申
込

４
月
１
日
（月）
〜
30
日
（火）

▼
出
品
資
格

日
本
国
内
在
住
者

▼
作
品
規
格

本
人
制
作
の
洋
画
。

公
募
展
等
で
未
発
表
の
作
品
。

大
き
さ
は
Ｍ
30
号
以
上
Ｓ
１

０
０
号
以
内
。

重
量
は
額
縁
を
含
め
50
㎏
程

度
ま
で
。

作
品
保
護
の
た
め
必
ず
額
装

す
る
こ
と
。

や
希
望
を
尊
重
し
ま
す
。

○
特
別
な
資
格
は
要
り
ま
せ

ん
。健
全
な
家
庭
生
活
が
営
ま

れ
、子
ど
も
へ
の
豊
か
な
愛
情

と
熱
意
が
あ
り
、経
済
的
に
困

窮
し
て
い
な
い
こ
と
等
が
条
件

で
す
。

○
家
庭
状
況
の
調
査
に
基
づ
く

審
査
、研
修
受
講
等
の
手
続
き

を
経
て
、認
定
さ
れ
ま
す
。

○
子
ど
も
を
預
か
る
と
、委
託

費（
生
活
費
、
医
療
費
、
手
当

等
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
子
ど
も
を
養
子
に
ほ
し
い
ご

家
庭
↓「
養
子
縁
組
里
親
」

○
子
ど
も
に
恵
ま
れ
な
い
等
の

事
情
で
、養
子
縁
組
を
前
提
に

子
ど
も
を
育
て
て
い
た
だ
け
る

ご
家
庭
を
求
め
て
い
ま
す
。

○
里
親
に
な
っ
て
、子
ど
も
を

し
ば
ら
く
養
育
し
て
い
た
だ
い

た
上
で
、養
子
縁
組
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
あ
く
ま
で
養
子
に
な
る
子
ど

も
の
福
祉
の
た
め
を
考
え
て
い

ま
す
。

○
要
件
や
手
続
は「
養
育
里

親
」と
同
様
で
す
。

▼
問
合
先

県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
２
０
１
６

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

―
正
し
く
歩
け
ば
効
果
倍
増

　
正
し
い
・
効
果
的
な
歩
き
方

　
を
学
び
ま
し
ょ
う

■
日
程　

３
月
24
日
（日）

■
時
間

10
時
よ
り
約
2
時
間

（
講
座
１
時
間
・
実
技
１
時
間
）

■
内
容

健
康
と
美
容
を
得
る
為
の
正
し
く

効
果
的
な
歩
き
方
を
学
び
ま
す

■
講
師　

財
津
定
行
氏　

■
集
合
場
所

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

■
対
象
者

15
歳
〜
70
歳
位
ま
で
の
健
康
で

歩
け
る
方
。歩
け
る
服
装
と
靴
、

筆
記
用
具
を
持
参
の
こ
と
。

日
出
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
　

新
規
会
員
募
集
！

　

今
年
度
よ
り
初
心
者
コ
ー
ス

を
設
定　

自
信
の
無
い
方
も
お

気
軽
に
！

○
目
的

明
る
く
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

す
る
こ
と
で
、心
身
の
健
康
維

持
・
増
進
を
図
り
、町
内
に
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
活
動
を
普
及
す
る
と

と
も
に
、
自
然
を
愛
護
し
、
歴

史
・
史
跡
を
研
鑚
し
な
が
ら
、健

康
な
町
づ
く
り
を
行
う
。
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に
悩
ん
で
い
る
若
者（
15
歳
〜

39
歳
程
度
）の
自
立
を
支
援
し

て
い
ま
す
。専
門
家
に
よ
る
個

別
相
談
後
、利
用
者
の
状
況
に

合
わ
せ
支
援
計
画
を
作
成
し
、

生
活
改
善
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
、履
歴
書
・
経
歴
書
作

成
、職
場
見
学
職
場
体
験
等
を

無
料
で
実
施
し
て
お
り
、こ
れ

ま
で
に
多
く
の
方
が
来
所
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、高
校
生
訪
問

支
援
事
業
を
実
施
し
、不
登
校

生
や
高
校
中
退
後
１
年
未
満
の

方
に
対
し
高
校
や
自
宅
等
へ
の

訪
問
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ご
本
人
に
限
ら
ず
ご
家
族

の
方
か
ら
の
ご
相
談
も
お
受
け

し
て
い
ま
す
の
で
、お
気
楽
に

ご
連
絡
下
さ
い
。

▼
相
談
・
問
合
先

お
お
い
た
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
９
７
‐
５
３
３
‐
２
６
２
２

税
の
相
談
は
お
気
軽
に

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

　

熊
本
国
税
局
税
務
相
談
室
の

職
員
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

（１）
最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話
し

ま
す
。

（２）
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、番

号「
１
」を
選
択
し
ま
す
。

（３）
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、相

談
し
た
い
内
容
の
番
号
を
選
択

し
ま
す
。

年
金
や
給
与
又
は
事
業
等
の

所
得
税
。

相
続
税
や
贈
与
税
又
は
譲
渡

所
得
。

法
人
税
や
源
泉
所
得
税
又
は

年
末
調
整
。

消
費
税
や
印
紙
税
。

そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ
や

ご
不
明
の
場
合
。

＊
税
務
署
に
ご
用
の
方
は
、自

動
音
声
案
内
に
従
っ
て
、番
号

「
２
」を
選
択
し
て
下
さ
い
。

▼
別
府
税
務
署

☎
23
‐
２
１
１
１

外
国
人
無
料
相
談
会

　

国
籍
・
相
続
・
残
留
ほ
か
、過

去
相
談
内
容
と
し
て
、DV
・
就

職
・
保
険
等
も
あ
り
ま
す
。英
語

等
、通
訳
も
つ
き
ま
す
。

▼
日
時

３
月
３
日
（日）
・
４
月
７
日
（日）

▼
場
所

i
i
c
h
i
k
o

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

地
下
１
階　

国
際
交
流
プ
ラ
ザ

▼
問
合
先　

原
田

○
活
動
内
容

初
心
者
コ
ー
ス（
約
５
㎞
）と
健

脚
コ
ー
ス(

約
10
㎞)

の
２
コ

ー
ス
を
、下
見
と
本
番
の
月
２

回
の
定
例
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。年

１
〜
３
回
の
研
修
ウ
ォ
ー
ク
、

新
規
ル
ー
ト
開
拓
ウ
ォ
ー
ク
を

実
施

○
入
会
要
件

70
歳
前
後
位
ま
で
の
健
全
で
難

な
く
歩
け
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
可
能
。

※
入
会
時
に
正
し
い
歩
き
方
と

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
教
室
を
開
催

○
会
費
：
入
会
金（
初
年
度
の
み
）

　
　
　
　

１
、０
０
０
円

　

年
会
費
１
、０
０
０
円

※
年
度
途
中
の
入
会
も
可

■
問
合
・
申
込
先

日
出
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局　

☎
72
‐
４
２
５
５

相 

談

お
お
い
た
サ
ポ
ス
テ

　

厚
生
労
働
省
の
事
業
と
し
て

様
々
な
理
由
で
仕
事
が
で
き
ず

　
　
　
　
　
藤
原
　
渡
邉
　
睦
子

初
春
を
迎
え
て
八や

そ

じ

十
路
こ
れ
か
ら
と

小
鳥
さ
え
ず
り
我
を
は
げ
ま
す

　
　
　
　
　
藤
原
　
上
田
　
靖
子

元
旦
に
お
米
と
晩ば

ん

ぺ

い

ゆ

白
柚
届
き
た
り

予
期
せ
ぬ
こ
と
に
嬉
し
さ
の
増
す

豊
岡
　
南
　
　
悦
子

幽ゆ
う
め
い明
を
隔
て
て
迎
え
し
元
旦
に

　
若
水
汲
み
て
熱
き
茶
を
点た

つ

　
　
　
　
　
大
神
　
北
野
ヤ
ス
ヱ

寄
り
ゆ
け
ば
梅
の
枝
先
粒
つ
ぶ
に

見
え
し
花は

な

め芽
が
ま
ろ
く
太
れ
り

川
崎
　
竹
山
ア
ツ
子

庭
先
の
裸
木
を
仰
げ
ば
凛
と
し
て

春
待
つ
枝
に
小
鳥
も
さ
え
ず
る

日
出
　
定
平
　
勝
義

春
の
風
排
気
ガ
ス
や
ら
砂
い
ら
ぬ

日
出
　
大
野
　
仁
王

屋
敷
神が

み
ま
つ祀
れ
る
わ
き
の
冬
薔そ

う

び薇
　

　
　
　
　

豊
岡
　
坪
田
　
京
子

気
が
か
り
の
課
題
遂と

げ
れ
ば
山
笑
ふ

　
　
　
　   

日
出
　
永
松
美
知
子

軽
や
か
に
雪ゆ

き
げ
し
ず
く

解
雫
の
落
ち
る
音

　

藤
原
　
岸
川
　
房
子

独
り
住
む
人
を
訪
ね
て
雪
見
酒
　

豊
岡
　
森
永
三
千
代

励
ま
さ
れ
学
び
て
楽
し
春
句
会
　

町
民
文
芸
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３月１日～８日は『女性の健康週間』
　毎年３月１日～８日は、女性が生涯を通じて健康で明るく、充実した日々を自立して過ごすことを
目的とした『女性の健康週間』です。
　現代女性のライフスタイルは多様化し、ストレスを抱えやすくなっています。ストレスが原因で、
イライラや不安感、うつ状態などを引き起こすことがあります。
　ストレスは、ホルモン分泌や自律神経にダメージを与えます。特に、一生を通じてホルモンの変動
が大きい女性の体は、女性ホルモンによって体のサイクルが左右されるため、ストレスに影響されや
すいといえます。
　「ちりも積もれば山となる」というように、小さなストレスでもそれを重ねていくうちにさまざま
な病気を引き起こすことが知られています。元気なこころとからだをつくるためにも、上手なストレ
ス対処法を見つけて、こまめに解消しましょう。

“STRESS”でストレス解消
スポーツ（sports）：運動は心地よい疲労感が感じられる程度でＯＫです。

旅行（travel）：遠出でなくとも、近所の知らない道を歩く、自然を親しむなどをしてみましょう。

休養＆余暇（rest ＆ recreation）：毎日、睡眠以外にも息抜きの時間を。余暇は楽しく、人と交
流する機会を持ちましょう。

食事（eating）：家族や友人との語らい、四季のものを味わうなど、楽しいひと時を過ごしましょう。

話す＆歌う（speaking ＆ singing）：おしゃべりやカラオケなど、大きな声を出したり、感情を表
現しましょう。

睡眠＆笑う＆お酒（sleeping ＆ smiling ＆ sake）：よく寝ること、できれば昼寝も。毎日の生活
に笑いを。そしてお酒は楽しむ程度の適量で。

■問合先　健康増進課長寿健康係　☎73-3130

「魚見桜まつり」中止のお知らせ
　毎年3月中旬に開催しておりました魚見桜まつりは、樹木の衰えにより開花が見込めないため、例年のような
イベントは開催することができなくなりました。
　楽しみにされていた皆様には申し訳ございませんが、ご報告申し上げます。　　　魚見桜まつり実行委員会
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日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は昨年４月１日比

世帯数 11,814 （－ 25） ＋ 94
人　 口 28,798 （－ 80） ＋ 8
　　　 男 13,778 （－ 46） ＋ 1
　　　 女 15,020 （－ 34） ＋ 7

南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（±  0）
（－ 8）
（－ 31）
（－ 25）
（－ 17）
（＋ 1）

320
7,301
5,924
3,868
5,918
5,467

平成25年２月１日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口
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施設利用者の作品が作る１つの村

みのり村の作品展

みのり村の皆さん


